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■あいさつ

今日は、なぜ住宅会社がストローを作ったのかということに
ついて、私自身も結構尋ねられることがありますし、1 年少
し前に本も出版させていただいているのですが、その本に書
けなかったことも含めて、ざっくばらんにお話しさせていた
だき、かつ、皆様に少しでも何かを感じていただけるような、
そんな 1 時間にできればと思っています。
私は、最低 1 か月に 1 回以上はテレビの取材を取れるように
意識し、そういう目的の元、週一のペースで国土交通省の記
者クラブに通うようになりました。そこから機会があって木
のストローを開発することになり、私自身が出会う人や機会
がいろいろと変化し、今に至るということです。

■広報の仕事

私が一番大切にしているのは、広報という立場なので、広報
は社会の窓口だということです。記者の方は毎日世の中の情
報を取材されていて、そういう方と自分は毎日情報交換する
ので、今の世の中にとって何が問題で、どういうことが求め
られているかということ、会社が今後どういったことを PR

記者とコミュニケーションする中で実感しました。
何事も持続可能な事業活動をすることが一番で、アキュラ
ホームは木造住宅を提供しているので、木を使うだけではな
く、木を活かしたり守ったり、時にはそういった環境につい
て活動することが重要なのではないかということで社内を説
得するのですが、これがなかなか大変でした。どう考えても
住宅会社が木のストローを作れるかどうかもわからなかった
し、広報も 2 ～ 3 人体制なのでそんな余裕があるのかと言わ
れたり、今考えると反対されて当然だと思うのですが、相当
様々なことを社内で闘うことになります。
そうはいってもできるところまでやってみようと思い、業務
時間外になるのですが、当時家を建ててくれていた仲のいい
大工さんに電話して、ストローなのでなんとかして木に穴を
開けてほしいとか、どうやったら木のストローを作れるか、
といったことを少しずつ相談するようになりました。しかし
これが全然うまくいかず、ストローの長さは約 20 ～ 21 セ
ンチあるのですが、間伐材は細く弱く節があり、そもそも使
われていない材料なのでその木に 21 センチも穴を貫通させ
ることが思った以上に難しかったのです。

したり発信していきたいか、ということを広報が間をとって
やっていくことでいろいろな取材が成り立っていくと考えて
います。
昨年 10 月、アキュラホームとして埼玉に 8 階建ての本社を
木造で建てる、ということを発表したいと言われたときに、
時代の流れとして環境に対してどれだけ貢献できる建物なの
かとか、木造の建物を建てる意義はどういったところにある
のか、それが社会にとってどのような効果をもたらすのか、
といったことを会社と社会の間をうまく取り持って発表する
ことで、いろいろな取材が成り立っていくのではないかと思
い、広報活動を続けさせていただいています。

■木のストロー開発の発端

広報に配属になったとき、どのように取材を取ってくればよ
いかが全くわからなかったのですが、最初は人間関係の構築
から始めました。
2018 年 8 月のことですが、国土交通省の記者クラブのある
記者から私の携帯に電話がかかってきました。その内容とい
うのは、西日本豪雨が発生した直後に、現地の被災者を取材

木のストローから生まれるもの
～なぜ住宅会社がストローをつくる？　反対や失敗を乗り越えた根性の開発実話～

「木のストロー」は、木材の製材の熟練の象徴である “ 鉋掛け ” による薄削りをヒント
に、木材を薄くスライスしたものを斜めに巻き上げて加工したもので、この手法によ
る木のストローの開発や量産化は世界初の取組みです。
この取組みの発案者であるアキュラホームの西口彩乃様をお招きし、「木のストロー」
の製品に至るまでの開発実話についてご講演いただきました。
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したときのことなのですが、被災者が「これは天災で甚大な
被害が出ているが、一方でこれは人災なんだ」という話をさ
れたそうです。何が人災なのかというと、山の管理が適切に
なされていなかったために土砂災害が甚大化してしまったと
いうことで、そのことを地元の方もその記者も問題視し、間
伐材をなんとか有効活用できないかという相談の電話だった
のです。
広報担当として、記者は住宅営業におけるお客様に当たると
思っていましたので、なるべくその相談に精一杯応えたいと
いう思いから、間伐材の有効活用についてその記者と話すよ
うになりました。
森には、同じ時期に植えても太い木や細い木があり、その細
い木を間引いて雨が降ったときに森がきちんとスポンジのよ
うに水を吸収するような水循環機能を果たす、そういう森林
管理をしていかなければならないという問題を認識しまし
た。
間伐材をなんとか有効活用できないかというときに、同じく
問題になっていたのが海洋のプラスチックごみ問題です。亀
の鼻にプラスチックストローが刺さっているような映像がた
くさん報道され、ホテルや飲食店で次々にプラスチックスト
ローを廃止するというニュースが毎日のように流されていた
のがこの時期でした。
それで、この森林問題と海の問題を掛け合わせて、木のスト
ローを作れないかと考えました。

■木のストロー開発ストーリー

木のストローを作るにあたり、もちろん会社にも言いました。
住宅会社として新しい商品のこと、会社の活動を広報するの
はもちろん大切なことなのですが、これからの時代、環境と
いう大きなテーマは、どんな企業でもどんな組織でも取り組
んでいかなければならないということが、これに取り組むと
きにわかりましたし、逆にこうした問題に取り組んでいない
企業というのは淘汰されていくのではないか、ということも
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一番左側が試作品第 1 号、真ん中が第 2 号です。第 1 号の
周りを削ったのが第 2 号です。ただくり抜かれた木のスト
ローを作るだけでも相当な手間がかかり、全然現実的ではな
いというのが、当時の感想です。一番右が、鉛筆の作り方の
ように、合わせるとストローになるように切込みが入ってい
て、うまく合わせられるようになっています。このストロー
は、スライドして内部が洗えるようになっています。
当時やり取りしていた記者の方にこの試作品を見てもらった
のですが、そこで記者の方から「これじゃ木のストローを作っ
ても意味がないよね」と言われたことで私の考えが変わりま
した。最初は言われたことの意味がわからなかったのですが、
これだとみんなが使いたいと思うストローではなく、手間も
すごくかかるわけです。
本来木のストローを作ろうと思った理由が、海の問題と山の
問題を解決したいということで、そういうきっかけになるア
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横浜市のときも市内の身
障者の方が作り、身障者
や高齢者の方が実際にベ
イシェラトンホテルに飲
みに行ったりした話しと
か、G20 で使われること
がやりがいになっている
という話しも結構多かっ
たので、そういう企業モ
デルとして使っていけないかなと考えていたときに、JR 東
日本から一緒に SDGs に取り組みたいという話しがありまし
た。
はじめはグランクラスという高級シートで木のストローを導
入したいという話しだったのですが、手作業で作る数も限ら
れているし、導入するだけで SDGs に取り組んでいるという
のもどうかと考えることもあり、それなら自社の雇用にも結
びつけながらグランクラスで採用したらいいのではないかと
いうことで、現在は、JR 東日本のグリーンパートナーズと
いう子会社で作ったものを東北・北海道新幹線と北陸新幹線
のグランクラスで採用されています。

いう角度で巻いたら一番強くなるか、どういう糊で接着すれ
ばいいか、物理的にどういう切り口にすればいいか、といっ
たことについて、住宅設計の建築士や自分の出身大学、町工
場等、いろいろな方の協力をいただきながら 3 か月ぐらい試
行錯誤して、今の形の木のストローが完成しました。

を 10 ～ 30°の角度で巻いたものを 21㎝の長さでカットして
作られています。それ以上に薄くすると、機械では削れない
ので、機械で削れる最薄である 0.15mm で決めました。

■木のストローを知っていただくために

メディアに出ていくと、
いろいろな人が見てい
るということを感じた
のが G20 でした。日経
新聞は政治家の方も読
んでいるので、その紙
面を見た環境大臣など
が、興味を持って会社
を訪問していただける
ようになりました。当
時 の 環 境 大 臣 政 務 官
だった勝俣議員が会社
に来てくださり、木の
ストローに興味をもっ
て く だ さ っ た こ と で、
2019 年に日本で初めて
開催された G20 で木の
ストローが使えるように動いてくださいました。大阪サミッ
トはもちろん、その前の環境大臣会合や新潟県で行われた農
林水産大臣会合などで展示してもらったりメディアに説明し
てもらったり、コーヒーブレイクや夕食会で使ってもらった
りしました。
G20 のメインテーマが廃プラだったので、そういった会議で
はプラスチック製品は徹底的に排除されていました。なので
ストローを出すことはもちろん、プラスチックストローを出
すことはできなかったので、木のストローをだいたい 7000
本ぐらい使っていただきました。

■普及からビジネスモデルの構築へ

G20 のときにはアキュラホームで製造したのですが、1 社で
作るほど持続可能性の低いものはない、ということをとても
実感しました。アキュラホームがストローを作らなくても世
の中に広がっていくモデルをきちんと構築しなければならな
い、ということを 2019 年に強く感じて、その考えに一番早
く賛同してくれたのが SDGs 未来都市のひとつである横浜市
でした。横浜市と話しをしたときに、市が持っている木で、
市内の身障者の方が巻いて木のストローの形にして、市内の
ホテルで使う地産地消モデルといったものができたらいいよ
ね、という話しになりました。記者の方と話す中で、もし障
害者の方にストローの製造部分を担ってもらえれば雇用にも
結びつくし、当時厚労省で起こった障害者水増し問題などに
も対応でき解決できるといいのではないか、と考えていまし
た。
横浜市は木があるイメージではないのですが、実は水源林が
山梨県道志村にあって、道志村の間伐材を地元の森林組合の
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方に 0.15mm にスライスしてもらいました。それを横浜市
内の身障者の方が手作業で巻いて、それをベイシェラトンホ
テルに導入してもらっています。また横浜市でも積極的に取
り組んでもらっています。これが地産地消モデルで、2019
年 11 月に横浜市と一緒に発表しました。
このモデルは行政だけでなく、企業にも応用できるのではな
いかと考えました。アキュラホームも企業なので障害者の雇
用もしていたのですが、農作業など会社の業務とは直接関係
のない作業をしてもらっていました。
木のストローができてからは、その作業を自社の障害者の方
にもお願いしたりしていました。これの何がいいかというと、
障害者の方も木のストローを作って、木のストローが会社で
使われたり、会社を PR するものとして使われることが、と
てもやりがいを感じるという声を多く聞きました。

イテムにするためには、この木のストロー自身がいろいろな
人に使われ、適切に捨てられるという循環するビジネスモデ
ルを構築しないとやる意味がない、と思いました。
そこからさらに社内を説得するハードルが個人的には高くな
りました。それまでのどうにか 10 本ほど作って取材を取れ
たらという安易な考えから、循環するビジネスモデルを木の
ストローで構築し、さらにどこかで導入してもらいお金を支
払ってもらって、と考えると、それはとても高いハードルに
なるな、とその時が一番辛かったかもしれません。
循環するビジネスモデルをいろいろな方に使ってもらうには
どうしたらいいか、ということも考え始めました。そうする
とマイストローのようなものよりも、使い捨てのプラスチッ
クストローに近い形のものを木で作ればいいのではないかと
いう発想にだんだん切り替わっていきました。
そして “ 今日役員にＯＫをもらわないとできない ” という日
を心に決めて、その日に役員が「社長に言ってみる」という
ことで社長にお話しいただきＯＫをいただきました。ただ会
社でやってもよいと言われたのは開発まで。“ できるかどう
かわからないけど開発まではやってみなさい ” ということで
ＯＫをいただき、広報活動はこれまでどおりに行うという約
束の元、始めました。
アキュラホームは社長がもともと大工出身で、CM でもカン
ナ社長と言われています。入社式で毎年カンナを削るのが名
物行事のようになっていて、そのカンナ削りを見たときに、
削った木はすぐに裂けて弱いものなのですが、これが木のス
トローの材料にできたら、間伐材が弱いという性質や細く節
があってもうまくいくのではないかと閃いたのと、社長が一
番大切にしているカンナ削りからできているもの、カンナ
削りという弊社の PR にもつながるのではないかと思い、そ
れ以来穴をあけたり溝を彫ったりするのをやめて、どうにか
木の薄いスライス材をストローに替えられないかということ
で、またいろいろな企業の方たちに聞き回る日が続きました。
最終的には、だいたい 4 ～ 6mm の口径のストローを薄いス
ライス材を巻いて作ったらどのような大きさになるか、どう

木のストローが完成する前の試作の段階で、溜池山王のザ・
キャピトルホテル東急が「ぜひできあがったら採用したい」
と言ってくださり、ホテルで採用するための監修も途中から
していただきました。
2018 年 8 月からスタートして 2018 年 12 月にザ・キャピ
トルホテル東急と環境ジャーナリストの方、アキュラホーム
の三者で記者発表会を行いました。できあがったものや、そ
れまでの開発に私たちの想いが相当詰まっていたので、世界
で初めてこういうものができあがった、そしてその背景には
廃プラのことや森林のことなどがある、ということをしっか
りとメディアに伝えたくて、このような記者発表という形を
とりました。
だいたい半年で 150 回ぐらい取材を受けるくらい、今まで
の会社の中では一番反響が多かった記者発表となりました。
結果的には木を 0.15mm くらいの薄さにスライスしたもの
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■開発の裏側のストーリーを伝える

このように木のストローに取
り組んだり、いろいろな方と
お話しさせていただく中で、
SDGs という言葉もとても後押
しになりました。今では皆さ
んバッジを付けたり、いろい
ろと取り組まれている企業も
多いと思うのですが、木のストローもいろいろな項目に貢献
しています。
今まで木のストローをどのように世の中に普及させていくか
とか、どのように品質を良くするかとか、どのように導入し
たり地産地消モデルを採用してもらうかということを必死に
考えながら 2 年間やってきたのですが、コロナ感染が拡大し
たときに、さすがに障害者や高齢者の方に一か所に集まって
作業してもらうことも怖かったので、会社の指令ですべてス
トップしました。どの企業も最優先目的はコロナ対策になっ
たと思いますが弊社もそうなりました。
そのときに私もマスコミの方と夜のコミュニケーションをと
ることができなくなり、少し時間ができたときに、本を書い
たらどうかというお話をフジテレビのグループ会社の扶桑社
からいただきました。「少し余裕ができたのなら、今まで自
分がやってきたことを記録してみなさい」と言われ、携帯で
撮影した写真や記録を見返しながら、西日本豪雨が起きたと
きからコロナになるまでの間、どのように自分が動いてきた
かということを、〇月〇日に何をした、という形でメモしま
した。
約 2 年間で 120 項目ぐらい出てきて、それをフジテレビの
記者に送ったところ、扶桑社が書籍化したいということでオ
ファーをいただき、3 か月ぐらいで作りました。
なぜ住宅会社がストローを作ったのか？ということで、ノン
フィクションで実名実企業で書かれています。
この本を出してからは、木のストローをどのように普及させ
ていくかという頭から、この木のストローの裏側で一企業一
個人がどう動いて、どういう世界が広がっていったかという
ストーリーを伝えることもとても大切だな、と思うようにな
りました。
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アキュラホームという会社も木のストローに取り組む前は、
恥ずかしながら誰一人 SDGs について知りませんでしたし、
環境に取り組んではいるものの、その意義や意味を正しく理
解している社員は本当に少なかったです。私自身もそうでし
たが、木のストローを開発して、しばらくは「なぜ木のスト
ロー？」という声もあったのですが、世の中で話題になった
りホテルで採用されたり、誰もが知っている会議で導入され
たりして、そういう価値を徐々に社員もわかるようになって
きて、今では住宅展示場の営業マンも木のストローの話しを
通じて SDGs の話しをできるように変わってきていますし、
木造住宅を販売すること自体が環境にどのように繋がるか
というトークもされているようなので、企業の中でも結構変
わってきたのではないか、と思っています。

教育教材としても木のストローのストーリーがいろいろなと
ころで採用されています。小学校 5 年生で林業について学ん
だり、SDGs については早い学校だと 2 年生から習うのです
が、小学校や中・高・大、大学は母校の立命館大学と青山学
院大学で外部講師をさせていただいています。そういう学校
で木のストローを題材として講義したり、企業でも新規事業
やスタートアップ、SDGs 推進を始めたばかりで講演の依頼
をいただいたり、そういう教材としても使っていただいてい
ます。

190 か国以上が出展していて、
オミクロンの関係で 1 年延期に
なって今年の 3 月末まで開催さ
れています。
その中で、日本館の VIP のお土
産として木のストローが選ばれ
ました。日本からは 17 個が選
定されていて、南部鉄器や江戸
切子など長い歴史のある物の中

で、開発されて 2、3 年のものが選ばれたということは異例と
いうことですが、なぜ選ばれたかというと、万博のメインテー
マが 3 つあって、1 つめがサステナビリティ、2 つめがモビ
リティ、3 つめがオポチュニティで、そのうちサステナビリ
ティは何をするにも欠かせないテーマになってくると思いま
す。そのサステナビリティに日本の技術が詰まったものとし
てわかりやすいということで採用されたと聞いています。

今年の 1 月、2 年ぶりに出身地の生駒市に帰ったのですが、
市長が環境省から来られた方で、本を読んでくださり何か一
緒にできないか、ということで、今年の 1 月から「いこま
SDGs アンバサダー」をやらせてもらっています。まだ何もで
きていないのですが、地元に対しても木のストローを通して
SDGs の実践者として貢献できることがあれば、アキュラホー
ムの広報という立場ですが、できればいいなと思っています。

本を書いたときから絶対に実現したい私の目標はこの本をド
ラマか映画にして、より多くの人に木のストローのストーリー
を知ってもらいたいというものでした。
それを 2020 年の秋からずっと動いていて、ようやくフジテ
レビでドラマ化できることに決まりました。フジテレビ側も
SDGS の取り組みの一つとして放送します。
フジテレビのホームページに特設ページができ、一週間ごと
にいろいろな情報が更新されています。
先週はサンスポの記事でも話題にしてくださり、2 週間後の 2
月 21 日に、緊急事態宣言が発出されたら中止になるのですが、
制作発表会兼記者発表会、試写会も予定されていて、ここで
2 月 26 日により多くの方に観ていただけるような広報の仕掛
けができたらいいな、と考えています。

■木のストローが生み出したもの

先週までほぼ毎週のように土日は撮影でした。ドラマの撮影
は本当に過酷で、朝 5 時半集合とかかなり大変だったので
すが何とか撮り終えました。このドラマは会社への恩返しと
いう気持ちもあり、木のストローのドラマというよりも、こ
のドラマを観た人にアキュラホームのことを知ってもらった
り、エキストラでいろいろな社員が参加したり、撮影場所も
実際の展示場や本社を使ったりしてなるべく社員を巻き込み
ながらドラマの制作をしました。
木のストローに取り組んだことで、まさかドラマができると
は思っていませんでしたし、本当にいろいろな人に会って、
いろいろな世界を見せてくれました。
同時に、なぜここまで実現できたかというと、これからの時
代「環境」が非常に大きなテーマになってくることは間違い
なく、それを無視した事業活動はできない、と強く感じまし
た。
今日の講演でも、木のストローを通して、木のストローのこ
とというより、これを機会にいろいろな環境について考える
きっかけとしていたけたら嬉しいなと思っています。

特別に何か資格を持っているわけでも特別な能力があるわけ
でもない普通の社員ですが、いろいろな方の力を借りること
で、その人自身がお金になるかならないかわからなくても、
その人が一生懸命その人のできる範囲の中で協力してくれる
ということが、ものごとを始めるにはとても大切だな、とい
うことを感じています。
木のストローの裏側で一人の広報担当と住宅会社がチャレン
ジしてきたこと、そういうストーリーがあったということを
知っていただき、これから何かチャレンジしたり、何か皆さ
んの背中を押せるきっかけになれば、私たちもとても嬉しい
なと思っています。

最後まで聞いていただき、ありがとうございました。（終）

この木のストローは、良くも悪くも巻くところが手作業なの
です。機械化については、まだ少し時間がかかりそうですが、
手作業で作れることをメリットとして捉えてもらえるのが教
育教材で、小学校の授業 45 分間のうち、はじめの 15 分ぐら
いで海の問題と山の問題の話しをして、そこから木のストロー
を実際に子供たちに作ってもらうといった授業をやらせても
らっています。
講演会にも呼んでいただいたりして一人でも多くの方に木の
ストローを知ってもらうだけでも嬉しいので、何かあればい
つでも言っていただければと思っています。

これは今まさに開催されているドバイ万博の日本館のリーフ
レットで、次の万博は 2025 年に大阪万博があるのですが、
その一つ前の万博として今まさにドバイで開催されています。


